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第３回日田市中小企業振興推進会議委員発言記録（概要） 

 

日 時：平成２８年１１月２２日（火）１４：００～ 

場 所：日田市役所７階 中会議室 

 

【議題１ 計画（素案）に対する検討事項について】 

資料「日田市中小企業振興計画（素案）に対する検討事項について」により、事務局から

説明。 

（委員長） 

・計画素案の説明があった前回の会議の後に、委員のみなさんからいただいた意見を受け

て、素案を追加、修正している。当初案より内容もずいぶん充実してきたと感じている。

今回はこの修正案についてご意見をいただきたいと思う。 

 

基本方針１ 経営基盤の安定強化 

（Ａ委員） 

・基本方針１の目標値について、相談件数は、窓口相談に特化しなければいけないのか。

窓口相談に巡回相談も含めた「相談件数」を指標にしてはどうかと思うが、この指標が

「日田市まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下「総合戦略」という。）」で示されて

いる目標値なので、ここだけ変えるのが難しいというのであれば仕方ない。 

（事務局） 

・総合戦略の目標値である「窓口相談件数」とあわせて、全体の「相談件数」も併記する

ようにしたい。 

（委員長） 

・相談機関によっては、巡回に力を入れているところもあるため、巡回も含めた全体の相

談件数で拾うことができるのでよいと思う。 

＜全会一致＞ 

目標値の指標を「商工会議所・商工会の年間相談指導件数（件）（うち窓口相談件数）」

に修正する。 

 

基本方針２ 中小企業の活用による地域内の経済循環の創出 

（委員長） 

・チャレンジショップ事業は、基本的には商店街、空き店舗対策事業になるので、周辺地

域への支援には難しいのかもしれないが、将来、施策を考える際には、周辺地域への支

援も検討していただくと有難い。 

（事務局） 

・今、すでにある制度「日田市商店街等活性化支援事業補助金」は、周辺部にも一部、対

応できるようにしている。主に商店街を対象にしたものではあるが、４人以上の商業者

で構成する任意団体であれば補助できるので、組織化を進めていただく必要はあるが、
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こうした補助金も活用していただきたい。 

（委員長） 

・市民の消費動向に関する目標値を追加するかどうか審議したい。できるだけ数字は見え

る化した方がよいので、せっかく日田商工会議所が調査しているものがあるのなら追加

した方がよいと思う。 

（Ｂ委員） 

・３年に１回の調査であるが、調査するごとに市内での購買率は下がっている状況。目標

値の設定をどうするかが問題。 

（委員長） 

・せめて現状値を維持するといったところか。 

（Ｃ委員） 

・あくまでも商店街での購買シェアなので、市内の商店でも商店街に入っていない商店で

買い物した数字は、この購買シェアには反映されない。「商店街」か「その他」の区分

しかなく、「その他」には商店街以外での買い物がすべて一緒になっているため、市外

の商店と市内の商店街に属さない商店とを区別できない。 

（委員長） 

・確かに、それであれば市内商店の利用率を示す指標にはならないが、中心部の買い物動

向のひとつの指標にはなるので、追加した方がよいと思う。 

＜全会一致＞ 

目標値の指標に「市内商店街での購買シェア（％）」を追加する。 

 

基本方針３ 経営の拡大及び新分野への進出支援 

（委員長） 

・商工会議所が発行する貿易関係証明の内容は。 

（事務局） 

・日田商工会議所が発行しているのは、商品が日本のものであると証明する「原産地証明」

と、申請者の署名が登録されたものと同一であると証明する「サイン証明」の２つ。 

（Ｄ委員） 

・証明書は、日田市内の企業が中国等へ商品を送る際に、添付する送り状のようなもので

あり、その証明書の発行件数が増えれば、海外取引をしている企業が増加しているとと

らえることができると思う。 

＜全会一致＞ 

目標値の指標に「商工会議所が発行する貿易関係証明発行件数（件）」を追加する。 

 

（委員長） 

・農商工連携の促進について、農林水産業の振興に関連するところになるので、「農業振

興ビジョンや新しい日田の森林・林業・木材産業振興ビジョンに基づき」という文言を

追加してはどうか。検討をお願いしたい。 
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基本方針４ 創業の促進 

（委員長） 

・ビズサポの周知に力を入れてほしいという意見が出ている。セミナーの開催案内以外に

もビズサポ自体の周知を、頻繁に市報に載せるようにしてほしい。 

・融資制度に対する意見について、それに対応できる制度は整備されているのだから、問

題はしっかりと制度を周知することだと思う。いかに普及浸透させていくか、より丁寧

な情報提供に努めてほしい。 

（Ｅ委員） 

・⑤の創業後の継続的なフォローアップについて、「事業が軌道に乗るまで」とあるが、

創業後、必ずしも軌道に乗るわけではなく、支援する側も保証はできないので、「事業

が軌道に乗るように」と修正してほしい。当然、軌道に乗ってもらわなければ困るので、

そのための支援に努める。 

＜全会一致＞ 

本文中、「創業後も事業が軌道に乗るように、継続的なフォローアップを行います。」に

修正する。 

 

基本方針５ 人材の育成・確保と事業環境の整備 

（委員長） 

・経営者向けの研修の推進について、市や商工会議所、商工会が実施している既存のセミ

ナーがあると思うが、「大分県よろず支援拠点」も講師派遣を行っているので、連携を

強化して、ぜひこの制度を活用してほしい。 

 

 

【議題２ その他】 

（委員長） 

・今後の作業、日程等について、事務局から説明をお願いしたい。 

（事務局） 

・本日、審議いただいた内容で計画の素案を追加修正し、市の政策調整会議にかけたい。

そこで内容の修正等が入れば、再度、この推進会議を開くか、委員のみなさんへ説明に

伺って了解を得るか、どちらかの方法で進めていきたい。 

・その後、パブリックコメントを実施し、そこでいただいた意見等に対する修正案をこの

推進会議で審議していただきたい。 


